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新入生 トレーニング

:∫ l」 旱 {ユ ζ ttξ す  

金 沢 大 学
― ― ― ―

見 上 峠
― ― ― ―

医 王

Dパー ァ ィ_

5華撃曇撃贅聖螺   (斉5発甥3鼻ち7:;6-264-020

のの増伽

顧間のひとり言 前田 達男

Sumer Canp Training

先週末は、福井県大野市と鳩が湯温泉、刈込池に出かけてきました。教職員組合法文

分会のレクレーション行事です。刈込池には残雪の三の峰が映り、イモリの卵が水の

中にいうばいありました。昔、赤兎山から下山してきたときは、そのまま勝原まで歩

きました。岩魚をかじりながら温泉につかってのんびリー泊、という夢がやっと叶っ

たというところです。狭い山道でバスの運転手は慎重運転そのもでした。

夏合宿の計画書が 2通出てきました。この夏は4パーティが (1)北海道 (2)南 ア

ルプス北上 (3)北 アルプス (蝶 ―槍 ―笠)(4)北アルプス (燕 ―槍 ―裏銀 ―針の

木)に 出かけるということです。前期試験と集中講義を済ませての夏休み入りですの

で、8月 に少し入っての出発となることで しょう。

主将挨拶 第 43期主将 小倉 亮

私自身は 2年前からしか金大ワングルを知らないが、諸先輩方の話や過去の記録を見るに

年々ワングルも変わつてきているようである。もちろん夏合宿をはじめとして トレ山など

はしつかりとこなしてお り何も心配することは無いのだが、やはり全体的に易 しくなって

きているようである。そんな中、今年も一回生、男 5人女 4人が入部 した。人数こそ少な

いが荷歩 トレや強雨の中の新 トレ (正直私は何人か辞めると思つた)を経験 しても、次の

山行にむかい、やる気十分の彼らには心強さを感 じる。今年は夏合宿でも 10泊 を超える計

画のパーティーがあるなど、又少 しずつワングルが変わり始めている。部活の為に人がい

るのではなく、人の為に部活があるのだからワングルがその時のニーズに応 じて変化 して

いくのは当然だと思 う。かといって全く好き勝手にやるのではなく、今まで築き上げられ

てきた金大ワングルの伝統を土台に、2000年の金大ワングルの理想形を創る、ということ

に主将として、又一部員として、その一端を担えるよう努力 していきたいと思います。
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2000年 JヒアルプスParty 第 1回 トレーニング山行

[目 的]体 カアップ

[日 程] 6月 24日 (土), 25日 (日 )1'自 2日 非常 1

[山域]人 形山

[行程]1日 日(6/24)金沢大学 ==(車)==上梨 ―一―中根山荘上部駐車場 (幕営)

2日 目(5/28)幕営場 ―一―富屋敷 ―一一人形山 一一―宮屋敷 ―一中根山荘

上部駐車場―一 上梨 ==(車)==金沢

[メ ンバー]L阿 納真弓 (文一人間 3)sL Jヽ倉 亮 (法 3)深山裕貴 (教一人環3)

山本資治 (エー人機 2)日 野鋼貴 (文一人間 2)福村岳代 (教―障害 2)

、      森本達也 (エー機械 1)松 山文枝 (医―保健 1)

[連絡員]

谷上 望 (文一人間 3)076-232-5648090-9444-4969

チト澤:具手う蔵 (理里-1勿 3) 076-235-2767 090-2839-2461

北海道PARTY第 1回 トレーニング山行

[目 的地]富士写ケ岳

[目 的]林さんのカラ元気を出せるようにすること。 2回生は本番スイカをたくさん持つ

ていく予定なので限界に挑戦してもらいたい。 1回生はとりあえずしつかりはじ

ってね。

[日 程]2000年 6月 24日 (土 )～ 6月 25日 (日 )1泊 2日 メト常 1

[行程]1日 目 金沢大学 ==(車)=我谷ダム ーーー富士写ケ岳登山口 (枯淵口)(幕営)

2日 目 登山ロ ーーー前山 一一―富士写ケ岳 ―一―展望台 ――我谷ダム ==(

車)==金沢大学

[メ ンバー]L奥 野岳志 (エー土建 3)sL 清水健作 (理―物 3)医療 河原一美 (教一学

校 2)西 大輔 (エー人機 2)谷村一成 (エー人機 2)日 向 (医―保健 1)

渡 洋子 (医―保健 1)

[連絡員]

谷上望 (文一人間 3)090-9444-4969井 澤寿予 (理―物 3)076-235-2767090-2839-2461

2000年度夏合宿 Jヒアルプス裏も表も加藤Party

第1回 トレーニング山行

[日 程]6月 17～ 18日 1泊2日 リト常 1

[山域]倉ケ岳、獅子吼高原 (後高山)、 奥獅子吼山

[目 的]1回生 :山行における基礎的技術を向上させ、係の仕事を身につける。

2回生 :1回生への技術的指導、精神的援助を行なう。

3回生 :L、 sLの経験を積み、全体を把握した適切な判断を下す。

全体 :男 25kg、 女18kgの 歩荷で、技術・体力を養う。

[行程]〈1日 目〉金沢 ==(車)==月 橋 ―一 大池広場 ―一―倉ケ岳 ――一大池広場 ―

一―風吹峠 ―一―獅子吼高原 (幕営)

〈2日 目〉幕営地 ―一一月惜峠 一ニー奥獅子吼山 一――ケカン谷の頭――一不動滝

――…板尾=(車)==金沢
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[メ ンバー]L谷上 望 (文一人間 3)

石山晶代 (教―養別科 )

[連絡員]井澤寿予 (理―物 3)

阿納真弓 (文一人間 3)

sL加 藤菜就 (エー物化 3)医療 久原宗仁 (文―史 2

深作亮太 (エー人機 1)真 村メリッサ

076-235-2767 090-2839-2461

076-232-6301 090-1396-3967

`|コ

2000年度南アルプス茶無羅為 (さ むらい)Party

第l回 トレーニング山行

[日 程]6月 17～ 18日 1泊 2日 リト常 1

[山域]倉ケ岳、奥獅子吼高原

[目 的]体力づくり、ルー トファインディングの初歩

[行程]〈 1日 目〉金沢 =(車 )=二 月橋 ――一大池広場 ―― 倉ケ岳 ―一一大池広場 一

― 風吹峠―― 獅子吼高原 (幕営)

く2日 目〉幕営地 ―一一月惜峠 ―――奥獅子吼山 一一―ケカン谷の頭一―不動滝

―一―板尾=(車)==金沢

[メ ンパー]L杉村明慶 (教一人環 3)sL 矢田部 桂 (理―物 3)角 田幸久 (経 2)

石原 諭 (経 2)中 川拓哉 (理一化 1)竹 内雅幸 (法 1)

[連絡員]森田善文 076-235-4807伊藤純司 076-263-8353
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や
南
竜
山
荘

（
約

二
、

一
〇
０
房
）
間
を
、
ネ
ッ

ト
で
包
ん
だ
物
資
を
つ
り
下
げ

な
が
ら
ヘ
リ
が
往
復
。
計
約
二

十

ント
を
運
ん
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
笠
至

堂
を

″
引
退
〃
し
た
木
下
道
雄

主
任
会
し
の
笈
任
と
し
て
管
理

を
預
か
る
中
．■
隆
幸
副
主
任

の
こ
と
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
約
十

人
が
、
運
び
込
ま
れ
る
物
資
を

手
際
よ
く
倉
厳
へ
収
納
し
た
。

室
堂
付
近
の
残
雪
は
、
三
―

五
厨
ほ
ど
と
昨
年
よ
り
は
る
か

に
多
く
、
建
物
は
上
部
だ
け
が

顔
を
出
し
た
状
態
。
セ
ン
タ
ー

は
建
て
替
え
工
事
中
で
宿
泊
は

で
き
る
が
食
事
提
供
は
な
し
。

同
協
会
で
は
、
登
山
者
へ
白
炊

の
用
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

室
堂
の
新
番
人
・中
出
さ
ん

アルバイ ト学生らに指示を送る中
出さん=白山室堂センター付近で

山
に
慣
れ
気
合
新
た

三
十

一
年
間
に
わ
た
り
室
堂

セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
た
木
下
道

雄
余
じ
主
任
の
後
任
と
し
て
、

今
年
大
き
な
″
パ
ト
ン
タ
ツ
チ
″

を
受
け
た
中
出
隆
幸
室
堂
副
主

任
含
↓
＝
鶴
来
町
＝
は
、
五
月

の
春
山
開
き
か
ら
室
堂
で
業
務

を
開
始
し

一
カ
月
あ
ま
り
。
同

協
会
事
務
局

（鶴
来
町
）
の
木

下
さ
ん
か
ら
無
線
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
　
″独
り
立

ち
″
へ
向
け
作
業
が
続
く
。

五
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

物
資
空
輸
で
は
、
次
か
ら
次
に

運
ば
れ
る
荷
物
を
、
ア
ル
バ
イ

ト
学
生
に
指
示
を
与
え
な
が
ら

て
き
ぱ
き
と
倉
庫
へ
収
納
。
二

年
間
木
下
さ
ん
か
ら
み
っ
ち
り

指
導
を
受
け
た
と
は
い
え
、
機

械
操
作
な
ど
業
務
内
容
は
幅
広

く

「
ま
だ
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
」
と
苦
笑
い
。
そ
れ
で
も

「
し
っ
か
り
と
登
山
客
を
迎
え

た
い
」
と
気
合
を
見
せ
、
夏
山

開
き
へ
準
備
を
善
々
と
進
め
て

い
る
。
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例
年
よ
り
残
雪
が
多
い
白
山
の
南
竜
山
荘
付
近
　
　
＝
２９
日
午
前
１０
時
、
北
國
新
聞
社

」し

平成 42年 (2000年 )6月29曰

2000年 (平 成 12年 )6月 29見

響
ヽ

〃夏
″
日
前

白
山
残
雪
多
く

二
十
九
日
の
石
川
県
内
ほ

　
〇
度
と
別
世
界
。
同
日
の
関
　
室
堂
付
近
に
は
五
〇
―

一
〇

高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
青
空
が
　
山
祭
に
臨
む
白
山
比
畔
神
社
　
ｏ
鷲ン
の
積
雪
が
あ
り
、
登
山

広
が
り
、
午
前
九
時
の
気
温
　
の
神
職
ら
関
係
者
約
六
十
人
　
道
に
も
雪
が
残
る
と
い
う
。

は
金
沢
一
百
丁
〓
一度

（平
年
　
が
残
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
　
　
白
山
で
は
現
在
、
来
年
度

一
計

．一竪

塾

」
）．

　

１

日

に

山

開

き

と
蒸
し
暑
さ
を
感
じ
さ
せ
る
　
室
堂
を
目
指
し
た
。　
　
　
　
　
の
完
成
を
目
指
し
て
室
堂
ビ

梅
雨
の
中
休
み
と
な
っ
た
。
　

　

白
山
観
光
協
会
に
よ
る
　
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

七
月

一
日
に
夏
山
開
き
を
迎
　
と
、
今
年
の
自
山
は
四
月
入
　
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

え
る
白
山
は
濃
い
霧
に
包
ま
　
り
し
て
か
ら
も
雪
が
降
り
、　
　
夏
は
登
山
者
へ
の
食
事
の
提

れ
、
同
時
刻
の
気
温
が
八

・
　

例
年
に
な
く
総
一雪
が
多
い
。　
　
供
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、

県
は
弁
当
な
ど
の
持
参
を
呼

び
掛
け

て
い
る
。
県
は
七
、

八
月
中
、
室
堂
な
ど
で
自
然

解
説
員
′）ヽ

‘
る
高
山
植
物
な

ど
の
解
説
を
行
う
。

金
沢
地
方
気
象
台
に
よ
る

と
、
三
十
日
の
県
内
は
梅
雨

前
線
が
北
上
し
、
県
内
は

再

び
雨
模
様
と
な
る
。
夏
山
開

き
す

る
七
月

一
日
は
曇
り

一

壁
由
の
見
込
み
。 t彎

鐘
≦

黎

夕

一

鱚
褥
一繹
靭聯．僚
仄
¨

一南
駐
協
鶴
養
壁
離
躍
観
男
得
嘲増一勝
努
購
討
騨
憾

純
発
酬
野
露
一静群
醒
嗜

ン
タ
ー
」
と

「
市
ノ
瀬
ビ
ジ
タ

一
白
山
山
頂
部

に
か
け
て
の
総
合

一
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境

タ
ー
も
平
成
十
三
年
度
″一に
完
成

一
て
完
成
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ю
理

胚
宅

電

薯

界

Ｔ
蓬

し
Ｆ

る
。

　

一榜

二
腫

て
、
杏

焉

五

完
成
を
祝

っ
た
。

珈嵯詢一裁ピ）県などが一は珀［踊略継略畔畔貯″網一

rJ「コメヒ

0完成 した自山国立公園セ ンター =
白峰村風嵐地 区で0同 じく市 ノ瀬 ピ
ジターセンター=同村市 ノ瀬で

一
あ
り
、
国
立
公
園
の
玄
関
口
と

る
。
利

用
は

春

山
開
き

の
五

国

`｀

`■

●
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國 口覇 平成12年 (2000年 )5月8日  (月躍日)
」L

０
歴
史
が
示
す
２‐
世
紀
の
指
針
●

昨
年
七
月
、
国
旗
国
歌
法
案
に
関

す
る
衆
院
内
閣
委
の
地
方
公
聴
会
が

金
沢
市
で
開
か
れ
た
と
き
、
元
連
合

石
川
会
長
の
荒
島
勝
基
氏
は

「拙
速

は
避
け
る
べ
き
だ
が
、
国
旗
国
歌
の

法
制
化
に
は
必
ず
し
も
反
対
で
な

い
」
と
述
べ
た
。
長
年
の
労
働
運
動

家
と
し
て
は

英
腫
曇
戸

の
荒
島

氏
は
少
々
は
に
か
み
な
が
ら
、
こ
う

も
語
っ
た
。

「私
に
は
日
露
戦
争
で

勲
章
を
も
ら

っ
た
先
祖
も
い
る
」

複
雑
微
妙
な
思
い

そ
の
先
祖
を
し
の
ぶ

「荒
嶋
軍
曹

武
勲
之
碑
」
は
今
も
郷
里
の
金
沢
市

宮
野
町
に
立
つ
。
明
治
三
十
七
年
、

金
沢
第
九
師
団
歩
兵
第
七
連
隊
の

荒
自
軍
茨
郎
上
等
共
は
難
取
不
落
と

さ
れ
た
旅
順
要
塞
の
攻
略
に
参
加
し

た
。
ロ
シ
ア
軍
の
砲
火
を
浴
び
た
七

連
隊
が
大
損
害
を
受
け
、
連
隊
長
も

旗
手
も
戦
死
し
た
と
き
、
荒
島
は
重

傷
に
屈
せ
ず
軍
旗
を
抱
い
て
帰
り
、

連
隊
の
名
誉
を
守

っ
た
。
こ
の
殊
勲

で
第
二
軍
司
令
官
乃
木
希
典
の
感
状

と
功
六
級
金
鶏
勲
章
を
授
与
さ
れ
、

軍
曹
に
特
進
し
た
の
で
あ
る
。

戦
争
や
軍
隊
を
懐
か
し
む
気
に
は

な
れ
な
い
が
、
さ
り
と
て
多
く
の
将

兵
の
死
間
を
忘
れ
去
る
こ
と
も
情
に

一来
一た
一り
一

>51

お
い
て
忍
び
な
い
―
戦
後
五
十
五
年

の
い
ま
、
往
年
の
郷
土
部
隊
を
回
想

す
る
と
き
、
こ
の
種
の
複
雑
微
妙
な

思
い
を
抱
く
人
は
荒
島
氏
ば
か
り
で

は
あ
る
ま
い
。

明
治
初
期
に
戻
る
と
、
河
合
辰
大

郎
は

「金
沢
論
」
で
旧
藩
時
代
の
金

沢
に
は

「士
卒

一
万
七
一十
余
人
」
が

い
た
と
し
て
い
る
。
江
戸
に
次
い
で

全
国
第
二
位
の
武
士
人
口
で
あ
り
、

家
族
も
含
め
た
消
費
は
膨
大
だ

っ

た
。
武
具
の
需
要
が
職
人
を
育
て
る

と
い
っ
た
副
産
物
も
あ

っ
た
。

が
、
維
新
後
、
金
沢
は
名
古
屋
鎮

台
の
分
営
と
さ
れ
、
兵
力
も
歩
兵

一

個
連
隊
の
み
。
官
僚
を
兼
ね
た
旧
藩

の
武
士
と
単
純
比
較
は
で
き
な
い

が
、
め

っ
き
り
貧
弱
な
陣
容
に
な

っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
北
方
の
巨
人
ロ
シ
ア
と

の
緊
張
は
金
沢
に
再
び

「軍
都
」
の

明
治
以
来
の
戦
没
将
兵
が
眠
る
金
沢
市
野
田
山
の
旧
陸
軍
墓
地
ｃ
長
い
年

月
の
風
雪
に
よ

っ
て
土
盛
り
が
削
ら
れ
、
倒
れ
そ
う
な
墓
碑
も
見
ら
れ
る

嬉

葎

だ

。
塁

戦
争
で
九
師
団
は
旅
順

や
奉
天
（現
藩
陽
）
の
激

戦
に
投
入
さ
れ
、
石
川

の
戦
死
率
は
高
知
、
岐

阜
に
次
い
で
全
国
三
位

に
達
し
た
。
殊
勲
の
荒

島
栄
次
郎
も
、
戦
傷
が

も
と
で
戦
後
間
も
な
く

世
を
去

っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
シ
ベ
リ
ア

出
来
、
満
洲
事
変
、
上

海
事
変
、日
中
戦
争
と
、

歴
戦
の
九
師
団
は
流
血

を
強
い
り
れ
た
。
大
平

洋
戦
争
末
期
、
沖
縄
を

守
備
し
て
い
た
九
師
団

が
、
米
軍
上
陸
を
目
前
に
台
湾
移
動

を
命
じ
ら
れ
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、

全
滅
の
悲
劇
を
演
じ
た
で
あ
ろ
う
。

忘
れ
得
ぬ
亡
き
人
々

現
在
の
金
沢
に
は
陸
上
自
衛
隊
の

第
十
四
普
通
科
連
隊
な
ど
が
あ
る
だ

け
で
、
そ
の
規
模
は
明
治
初
期
よ
り

′―、■
ソ

、ヽ
軍
都
の
面
影
は
な
い
。が
、

こ
の
町
が
か
つ
て
師
団
設
置
を
機
に

浮
上
し
た
歴
史
、
そ
し
て
今
日
の
平

和
の
い
し
ず
え
と
な

っ
た
亡
き
人
々

を
、ゆ
め
ゆ
め
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

地
位
を
与
え
た
。
明
治
三
十
年
代
初

頭
に
九
師
団
が
置
か
れ
る
と
、
兵
力

は
飛
躍
的
に
増
え
た
。師
団
司
令
部
、

菱

ハ
旅
団
亘

藤

の
ほ
か
、
騎
共
、

砲
兵
、
工
兵
、
毯
墓
共
の
各
部
隊
も

新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

金
沢
市
も
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
兵

営
用
地
の
予
算
が
不
足
し
た
と
き
は

進
ん
で
募
金
を
実
施
し
た
。
師
団
の

設
置
は

「国
家
の
長
計
た
る
の
み
な

ら
ず
、
我
が
地
方
の
利
益
を
増
進
す

る
」

（募
金
趣
意
書
）
と
い
う
目
算

が
あ

っ
た
か
ら
だ
。
旧
藩
主
前
国
家

も
演
習
場
を
購
入
し
て
寄
付
し
た
。

三
十

一
年
、
金
沢
―
小
松
間
に
開
通

し
た
鉄
道
は
九
師
団
の
輸
送
手
段
と

い
う
意
味
執
轟
ち

て
い
た
。

鉄
道
開
通
や
繊
維

・
機
械
産
業
の

発
展
と
並
ん
で
、
九
師
団
の
設
置
は

維
新
後
減
り
続
け
た
金
沢
の
人
口
が

底
を
打
ち
、
旧
藩
時
代
の
水
準
に
回

復
す
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
。
第
二

次
大
戦
ま
で
金
沢
の
人
口
の
約

一
割

は
軍
関
係
者
が
占
め
、
そ
の
経
済
効

果
は
計
り
知
れ
な
か

っ
た
。

た
だ
し
、
軍
都
の
繁
栄
は
多
く
の

-101-
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●
歴
史
が
示
す
２‐
世
紀
の
指
針
０

「土
地
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
た
と
い

う
点
で
、
四
高
の
右
に
出
る
学
校
は

全
国
に
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
」

井
上
さ
ん
の
言
葉
に
誇
張
は
あ
る

ま
い
。
四
高
の
誕
生
は
明
治
二
十
年
。

当
時
、
一
高
（墓
こ
一蕎

↑
理
こ

三
高

企
呆
都
）
五
高

（熊
本
）
と
並

ん
で
全
国
五
つ
の
官
立
高
等
学
校
の

一
つ
だ
っ
た
“
維
新
後
、
意
気
消
沈

し
て
い
た
金
沢
市
民
に
と
っ
て
、
四

高
は
希
望
の
灯
で
あ
り
、
生
徒
は
掌

中
の
玉
と
思
え
た
だ
ろ
う
。

臓覇 平成12年 (2000年 ) 5月9日  (火躍日)

D>52

「軍
都
」
と

「学
部
」
―
戦
前
の

金
沢
に
共
存
し
た
二
つ
の
伝
統
を
考

え
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
双
方
と
縁

の
深
い
人
物
を
思
い
出
し
た
。
作
家

の
井
上
靖
で
あ
る
．

井
上
の
父
隼
雄
は
伊
豆
湯
ケ
島
の

な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

市
民
に
愛
さ
れ
て

こ
こ
な
り
は
Ｆ
Ｔ
さ
ん
」
と
呼

ば
う
。
亡
く
な
る
直
前
の
平
成
二
年

十
月
、
東
京

・
世
田
谷
の
自
宅
を
訪

出
身
だ
が
、
金
沢
医
専

（現
金
大
医

学
部
）を
卒
業

え
し
」
暉
医
で
あ

っ
た
。

父
が
陸
軍
金
沢
衛
成
病
院
長
と
な

っ

た
の
に
伴
い
金
沢
に
移

っ
た
井
上
は

昭
和
二
年
、
第
四
高
等
学
校
に
入
り

柔
道
と
詩
作
に
熱
中
し
た
。

縁
は
異
な
も
の
で
、
金
沢
が
軍
都

で
な
か

っ
た
ら
、
後
年
の
大
作
家
が

こ
の
地
に
学
ぶ
こ
と
も

恐
ら
く
は

ね
た
と
き
、
既
に
病
み
衰
え
て
い
た

井
上
さ
ん
だ
が
、
四
高
の
話
に
な
る

と
背
筋
が
伸
び
、
目
が
輝
い
た
。

金
沢

・
広
坂
の
文
房
具
商
で
店
を

四
高
生
の
た
ま
り
場
に
し
て
い
た

「宮
地
の
オ
ッ
サ
ン
」
の
話
や
、
商

売
そ

っ
ち
の
け
で
井
上
さ
ん
ら
四
高

柔
道
部
と
全
国
を
回
っ
た
熱
狂
的
フ

ァ
ン
の
豆
腐
屋
さ
ん
の
話
も
出
た
。

四
高
が
名
古
屋
や
新
潟
で
は
な
く

金
沢
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り

学
問
の
伝
統
が
大
き
か

っ
た
。
藩
政

末
期
か
ら
の
諸
学
校
を
統
合
し
て
地

方
で
は
ま
れ
に
み
る
水
準
の
石
川
県

専
門
学
校
が
既
に
存
在
し
た
の
だ
。

「金
沢
論
」
の
河
合
辰
太
郎
や
実
業

政
迫
奮
蓬
欄
五
甲
り
は
そ
の
卒
業

生
で
あ
り
、
四
高
に
移
る
こ
ろ
に
は

哲
学
者
西
田
幾
多
郎
、
宗
教
学
者

鈴
木
大
拙
、日
早
傘
著
藤
岡
作
太
郎
、

作
家
徳
田
秋
声
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

桐
生
悠
々
、
天
文
学
者
木
村
栄
ら
も

学
ん
で
い
た
。

生
徒
の
大
部
分
が
県
内
出
身
者
の

専
門
学
校
を
西
田
幾
多
郎
は

「全
体

が

一
家
族
と
い
う
よ
う
な
温
か
み
の

あ
る
学
校
で
あ
っ
た
」と
回
想
し
た
。

こ
れ
を
基
礎
に
、
旧
藩
主
前
田
家
や

菫
民
が
多
額
の
地
元
負
担
金
を
払
っ

て
四
高
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
西
田
は
四
高
当
初
の
校
風

に
反
発
し
て
中
退
し
て
し
ま
う
。
開

婆

で
議

聾

暴

霧

藉

が

石
川
県
人
を
無
能
呼
ば
わ
り
し
、
こ

れ
も
薩
摩
人
の
初
代
校
長
が
ス
パ
ル

タ
教
育
を
導
入
し
た
か
ら
だ
。
四
高

が
落
ち
着
い
た
金
沢
色
を
帯
び
る
の

は
、
人
格
者
と
し
て
名
高
い
北
条
時

敬
が
校
長
を
務
め
、
西
田
が
教
授
と

な
っ
て

「善
の
研
究
げ
を
書
き
始
め

た
明
治
三
十
年
代
以
降
で
あ
る
。

大
学
再
編
の
中
で

四
高
の
上
に

「北
陸
帝
国
大
学
」

を
設
置
す
る
こ
と
も
金
沢
市
民
の
悲

願
だ

っ
た
が
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か

の
結
晶
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
金
沢
は
多
く

の
大
学
を
擁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
郊
外
角
間
に
移
転
し
た
金

大
の
設
備
は
見
連
え
る
よ
う
に
充
実

し
た
が
、
研
究
教
育
の
情
熱
や
市
民

と
の
き
ず
な
の
面
で
は
四
高
時
代
や

金
大
草
創
期
と
比
べ
て
ど
う
か
。

独
立
行
政
法
人
化
に
向
け
た
国
立

大
学
再
編
が
進
む
今
日
、
新
潟
大
な

ど
も
日
本
海
側
の
拠
点
大
学
の
地
位

を
う
か
が
う
。
金
大
に
自
り
の
殻
を

破
る
努
力
と
地
域
に
寄
与
す
る
気
概

が
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

旧
制
四
高
本
館

（現
石
川
近
代
文
学
館
）
を
背
に
立
つ
四
高
生
の
像
。
明
治

（中
）
大
正

（左
）
昭
和

（右
）
の
三
時
代
を
表
わ
す
　
　
＝
金
沢
市
広
坂

っ
た
。
そ
し
て
戦
後
の
学
制

改
革
で
昭
和
二
十
五
年
、
四

高
は
六
十
三
年
間
の
歴
史
を

開
じ
た
。
こ
の
間
、
寮
歌
に

「北
の
都
」
と
う
た
わ
れ
た

金
沢
で
青
春
を
過
ご
し
、
世

に
出
た
人
材
は

一
万
壬
ｉ
ホ

鍵
離
夢
曇

針

拓酬
型
年
人
に
も
縣
一一九
の
期
待

は
熱
か
っ
た
。
設
置
費
用
に

合
「ιまの

峙
聡
甘
当
て

，り
れ
た
。」
園

立
な
が
ら
金
大
は
市
民
の
汗
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